
福島イノベーション・コースト構想推進施設整備等補助金
（共同利用施設（ロボット技術開発等関連））【復興】
平成2８年度概算要求額 事項要求（新規）

事業の内容

条件（対象者、対象行為、補助率等）

国 福島県

事業目的・概要
• 福島県浜通りにおいて、国内外の研究者、技術者、企業等の英
知を結集するためにも、共同で研究を行い、イノベーションを創出
する環境を整備していくことが必要です。

• ロボットは福島県の重点産業として位置づけられており、ロボット技
術開発にあたっては、福島第一原子力発電所の作業等、人が入
って作業することができない過酷な環境下等に対応するための高
度で実践的な技術開発とともに、医療機器等その他の分野にお
ける技術開発等が求められています。

• また、地元の中小企業等からも、ロボットに関する技術指導や試
験設備の整備等が必要との声があがっています。

• こうしたことから、①福島県浜通り地域においてロボット分野等の先
進的な共同利用施設の整備、設備等の導入を行うとともに、②イ
ノベーション・コースト構想の重点分野において、地元や県外の企
業が取り組む研究開発及び実用化開発・実証等の費用を支援
します。

共同利用施設のイメージ

成果目標
・ 平成29年度までに施設を整備し、国内外の研究者が継続的に
駐在し、基礎的・基盤的な研究を実施できる環境を整えます。

補助（定額）

【併設する研修棟】
〈１階〉研修室、ﾗｳﾝｼﾞ・ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞを配置。
〈２階〉宿泊室、談話室を配置。
〈３階〉宿泊室、共同浴場等を配置。

地域経済産業グループ
福島産業復興推進室

03-3501-8574
製造産業局 産業機械課
03-3501-1691
商務情報政策局 医療・福祉機器産業室
03-3501-1562

事業イメージ

国 福島県
補助

民間企業等
補助②

①

研究開発及び実用化開発・実証等支援

ロボット技術等イノベーション・コースト構想の重点分野についての、
地元や県外の企業等による研究開発及び実用化開発や実証等を
補助します。

共同利用施設イメージ図

〈１階〉事務室、工作室、レーザ加工装置室等
〈２階〉研究室、会議室等
〈３階〉ロボットの標準試験設備及び多目的試験スペース
〈歩廊〉 ３階上部に周回歩廊

工業試験所等
指導員控室

レーザー加工装置

ロボット標準試験設備

多目的試験スペース
（吹抜構造）

旋盤 フライス盤

レーザー焼結金属3Dプリンタ

研修棟イメージ図
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